
令和2年度上期（令和2年4月1日～9月30日）の情報についてお知らせいたします。
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令和2年9月末の不良債権額は、20億87百万円（令和2年3月末対比0.62％の減少）で、不良債権比率は5.27％です。
なお、内訳は次表のとおりです。
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（注）１．　「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」（A）とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て
等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

２．　「危険債権」（B）とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契
約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。

３．　「要管理債権」（C）とは、「3カ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金をいいます。

４．　「正常債権」（E）とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、（A）、（B）、（C）以外
の債権をいいます。

５．　令和2年9月末の集計方法については、以下の点につき年度末に開示する計数とは異なるため、計数は一
部連続しておりません。

・「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」と認められる債権において、令和2年3月末については、債権額
から担保の評価額及び保証による回収が可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として
債権額から直接減額しておりますが、令和2年9月末については、今期新たに発生した取立不能見込額
に対して貸倒引当金を計上しているため、債権額から直接減額しておりません。

６．　令和2年9月末の計数は、監査法人の監査を受けておりません。
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自己資本比率は経営の基盤であり、自己資本
が充実しているほど健全性が高いといえます。
令和2年9月末における自己資本額は
55億21百万円程度、自己資本比率は13.49％
程度となりました。
自己資本比率の水準は、国内基準とされる

4％を大きく上回っており、経営の健全性を維持
しております。
今後も引き続き、自己資本の充実に努めます。

13.89％程度

令和2年9月末の預金残高 (末残 )は、
854億70百万円で、令和2年3月末対比
11億76百万円、1.39％の増加となりました。
定期性預金は減少となりましたが、流動性
預金は増加となりました。
また、貸出金残高(末残)は、392億94百万円
で、令和2年3月末対比2億14百万円、0.54％
の減少となりました。事業性融資は増加となり
ましたが、地方公共団体への融資のほか、住宅
ローンなど個人向け融資は減少となりました。
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令和2年3月末
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クールビズの実施（地球温暖化防止・環境保全への取組み）

「地域密着型金融推進計画」の進捗状況を公表　（令和元年度分）

年金お客様感謝デーの実施　（年金振込日）

（一社）しんきん保証基金保証付き「マイカーローン」のキャンペーンの実施　（令和2年1月6日～6月30日）

としん特別金利定期預金「スーパープレミアム」の発売　（令和2年2月3日～4月30日）

給与振込キャンペーン「しんきんラッキー7キャンペーン」の実施　（令和2年3月1日～5月31日）

としん給振キャンペーンの実施　（令和2年3月2日～5月29日）

確定拠出年金「しんきんiDeCo」の取扱開始　（令和2年4月1日）

再委託スキームによる国民年金基金加入勧奨業務の取扱開始　（令和2年4月1日）

生活資金支援ローンの取扱開始　（令和2年7月1日）

定期預金サマーキャンペーンの実施　（令和2年7月1日～8月31日）

南砺市社会福祉協議会の事業「ケアネット活動（高齢者等の見守り）」への参加　（令和2年9月11日）

「しんきんiDeCo、国民年金基金加入キャンペーン」の実施　（令和2年9月23日～12月30日）

（2020.11）

砺波信用金庫、令和2年4月からのトピックス

当金庫では有価証券の運用方針により、目的別に「満期保有目的の債券」と「その他有価証券」に区分し、保有しております。
令和2年 9月末の「満期保有目的の債券」の含み損益は、2億 99百万円の含み益となりました。また、「その他有価証券」の評価
差額は、2億 49百万円の評価益となりました。
当金庫では、格付けの高い有価証券の運用など、リスクの最小化に努めております。
なお、保有目的区分別の内訳は次のとおりです。

（注）　令和２年９月末の「含み損益」および「評価差額」は、令和２年９月末時点の帳簿価額（償却原価法適用前）と時価との差額を計上しており
ます。


